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[1] R 上の関数
∞∑
k=1

1

k(k + 1)
χ[k,k+1](x) の，R 上の積分の値を定義に従って求めよ．

測度は Lebesgue 測度である．

[2]

∫ ∞

1

1

x2
dx の値を定義に従って求めよ．測度は Lebesgue 測度である．

[3] [0,∞) 上の実数値 Lebesgue 可測関数 f(x) で，任意の c > 0 について [0, c]

上 Lebesgue 可積分であって， lim
c→∞

∫ c

0

f(x) dx が実数値として存在するが，[0,∞) 上

Lebesgue 可積分ではないものの例を挙げよ．

[4] R 上の Lebesgue 可測関数の列 f1(x), f2(x), . . . を考える．すべての k について
R 上 0 ≤ fk(x) < ∞ であるとする．正の実数 c1, c2, . . . をうまく選べば R 上ほとん
どいたるところ

∑∞
k=1 ckfk(x) が収束するようにできることを示せ．


